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はとの頃より 践に吾人に到して饗告を渡して居たかの如き翻がある c

本交を草ナるに営り故今村明恒博士及び辻村太郎博士の著書並に論文，並に雨先生より親しく敬

示せられた腕に負ふ賄が甚だ多い。愛に筆を捌くに蛍り上記爾先生に深甚なる感謝を俸げる決第で¥

ある。〈昭和 23年 10月〉
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1.1 まえおき.

ウイーヘルト式水平勤地震計の国有週j引を加減ずる11寺アルミニクム・レパーを支える板パネとス

ラスト・アームとの距離を調節ナるが，とれに伴って制振度や摩擦値がどのように獲るはずか調べ

て見た結果を報告ナる。との文を讃まれる前に昭子日 7i~の測候時報 3 巻 34 号く426-432) 所載り鷺

坂清信氏の論文「グイーlヘノレト式地震計の週期の調整についてJを一議される'と参考になる o

1.2 方一程 式.

ど， (1) を参照して，

、

発松代地震観測所

闘に沿いて M は質量M なる重錘，Rは板パネ，Qは十字パネ，

、 Dは空気制振器，Cはチョウチンポネである。 Qの廻りの系の憤

性能率を/，制振器の振訪子の質量を m，吊糸d長さを tとナる。

板パネ，十字パネ及びチヨワチンパネの単位屈曲角によって生ず

る力のモーメントをそれぞれ kR，kQ 及て~. kc，各々の屈曲角を

伊，0;及び?とナる。その他 α，b， c， s，.h等の長さは闘にある

ようなものとする。

hO=s伊， b伊=c'l" (1 ) 

と言う関係がある。各部の復元力 F を重鍾ο重心陀引きな本~1" ' 

伊 h.. 
Fn.=kR一一==kR': .0， 

s s'" 

( 2 ) 

FG=MgO， 

ーFQthQJL， 

F 一 mga，φ ~， =m~h(~V{}.D 一一ー ~X 一一、=一一 -1 一一 J tI. 
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中、 b • b2h 
Fc ==ka一一×一一=kc:τ(J.

C s C"S" 

ョえの市i振係数を九とナるとF童心に引きな主ました制振カは 1

スゆ×子=九(子)2M-
間休摩擦カはベン先とか連結杵D雨端等匿]の P点より先の方で作用ずるのが主要なものであるか

ら，とれ此一括して P点に防除したものの大きそを Sとナ九重』むに及ぶカは子s
である。

(2)の復元カと上記の制振及び摩擦カを入れて自r!J振動の式は，

となる。

lii;; -{FRてFa叩けれ+Fs怜(子yhri:r.子S}'h，

I9+M2(子)い[{kR+写竺+kc(手y}(子y一CMgh-kQ)J(J 

平b(一子)S=o-

記象紙七の振rþ を~，幾何倍率を V とナる;0 鷺坂氏の前出論文によると

I==Mh2 

と3まいても大過ないから

c == Vh(J 

Vh "-， .~ 
と考えてもほとんどさしっかえない。そとで上の方程式の雨辺陀 T をかけて，

とゐくと

i α =+{kR十 kc(与y+~{a2}，

β=子(MgーfF)，

α(子yーβ三 (2~y，

2e三̂;¥子y，

bヲ(子〉s
"1=-(寄Y.

が2eさ+(宍)¥伺)==0

~ 13ー

s 

(3.) 

(4) 

( 5 ) 

( 6 ) 

(7 ) 

く8;

(9) 

(10) 
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と言う標準の運動方程式に怠る。 TO は地震計の国有週明fさなる。

1.3制振度 と 週 期 の 関 係

1.1 にも述ぺたように TO 空調節するの~'r- s を銭化させる。とのn~~:flîIJ振安がどう空きるかは， (7) 

I IIJ. ¥盟

と (8) から{よ~)を消去すれば分るので
¥ S I 

e佐る。

e==~竺企(1+ 4~2 • 2" ) 
αl~\~ -r-ß・7アノ

く11)

入a2β .47(2 
他の欣態ぼ一定?としたま¥" S を色々に受化させたi時の ε とれの観測値;J).ら万了及び 7ー，

の値をきめうるはずである。 eと島(J振比 U との関係ぽ

で興えられる。

ilgetY 
2i'l"'. 7t n.>vv . . 2宏、 O.7331g1ove==ー-・ト/J、 1.7rt..¥2 -To '-yI干百万言玩ι-;;1;)2

y1+l ~~lgaV) 

fi.4 摩擦値 と 週 期 と の 隠 係

(9)式で V は b/sに比例する歪だから，S に無関係な値 U を適当にi22ぷと

v==u.土
S 

とあける。したがって (7)を参照して

摩擦係数そ fとすると

γ==u・4刊号y(子y
43子科会T~~). 

(12) 

く13)

(14) 

一 γ b2Sβ/‘ 47(2 1¥ 
f一一==u一一一(1+一一一~.) (15) T02 ~ 47(2αI¥β T(2) 

と伝る。 (14) と(15)から!聖路住ば週明と共?で増加じ，摩擦係数j士逆にtbY.少するととが分る。と

の結論は J.Lacosteの論文“observations sur le Frottemert dans les ID.scriptior.s sur 

Noir de、Fumるe，，. Publ. BU1二 Centr.Seisffi. Interu.， Seris A， (935)， p.167に述べられで

ある質験結果と定性的:c-致してh、る。

β ー

(14)で rと Toの観測系列7日興えられると Z五百が決るはずである。

1.4費測例

ある地震計で~ 1と色々にかえた質強佐行ったら共交の上う?でたった。 tそとで一方では(11)式
1、、

により et去の次関係を使い，他方ではく14)<() ~.と仰の関係を使いそれぞれ最小二来
-14-

司、



上下動地震計の吊バネの質量の影響ー，一本間E作

法で常数を求めて β を，計算すると

βv=10.85 

と怒って大慶に遣った{直に怒った。

、

T~( i:~-)I U I r く粍)

2_70' 3.01; 0.216 

f.~.84 3_03 0_229 

3_00 3.205， 0_240 

3_22 3.505 0.265 

3.51 3_44 0_309 

4_11 4.07 0_381 

15 

β1'=8.45、

¥ 

きて(めに (3)をλれて鐙形ずると

kQゴl(号-s) (16) 

で g=980，.h=97， M=2x105， I=1.88x109 くいずれ

も C.G.S.単位)を入れると

kQ = 1. 88 x (10.10-β) X 109 (C. G. S) (16') 

とたるから， βりから出るんは負にたる。 βTからtHる

のは 3.10x109 と怠る。鷲坂氏の賃験(訪問，)から得・られた!値から k2を換算ナると 1.94x109 

と怒るからオーダーは合うが値が5割方大きい。とれば鷺坂氏。使われた地震計&私の用いた地震

計の十字パネが本営に強きが5割遣っているのではお:く，おそらく (i)vとか rの{直には大きい

誤差が入りやすい事:と (ii)1花節にのペた理論が不十分注鯖に由来ナるものと，思われる。

(i)の困難については西津義則氏と私の共著「地震計の摩擦値の正確さについてJ本誌20頁を参

照されたい。 (ii)については弐のような事賞があった。す註わち土の賞験の延長としてもっと週期

の長い場合があと 3個あ?で，(最長の Teキ6.2秒〉そのよう伝長い週期に鈎しで U は(11)によ

る計算値上り犬きい万に鐙化し，rは (14)式による計算値上り小さい方に費化し，いずれも餐化

査は Toと共jて大きく怠る。 (昭和 24.5.3)

上下動地震計の吊パネの質量の影響

本 問 作正

f，1.まえがき ふつう上下勤地震計の理論に沿いては重錘を吊るパネは弾力を持つだけで質量

はないものを考えているが，ワイーヘルト式地震計などではずい分大きなパネが使つであり，強震

計ではパネぼ小さいが重鍵もまた可成り小さいがら Eの程度に理論が有効なものかー臨調べて;Jo-く

必要がある。パネの質量;の固有週明ほ及ぼナ影響についてはB.Galitzinの公式(りがあるが強1Iil]

振動jて鈎ずる影響も考慮ナべきであろう。{2}
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